
 

 

 

 

 

    

これからの朝宮茶を考える研修会が開催される  

 

2 月 25 日、甲賀市信楽町の朝宮茶拠点施設において、当課からの働きかけによ

り信楽町茶業協会の主催で標記研修会が開催され、朝宮地域の茶業農家と関係機関

21 名が研修を受講しました。 

 

最初に、県庁商工政策課から、県内でのＳＤＧｓ取組事例、イノベーションハブ

の活動紹介の後、茶業協会で検討中の朝宮茶ＳＤＧｓ宣言（案）を検討しました。

また、６次産業化中央プランナーの日小田知彦さんから、「日本茶の可能性と地域

の取組」と題して講演いただきました。そして、国内外の茶流通状況や嗜好の変化

などを踏まえて、小さな産地が今後も生き残っていくためには、茶の歴史、香りの

いい高級茶産地を売り物にして、インバウンドでファンを増やしていく「朝宮ティ

ーツーリズム」の仕組みを早急に立ち上げる必要があるとの提言をいただきまし

た。 

参加者からは、「朝宮茶のこれからを考えるいい機会になった。」「小さな産地で

あるからこそ取り組めることもある。ぜひいろいろな団体が力を合わせて朝宮ティ

ーツーリズムの実現をめざしたい。」などの意見や感想がありました。 

当課は、同協会と連携して、今後も引き続き朝宮茶ブランドの確立を考える研究

会を定期的に開催していく予定です。 
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日小田プランナーの講演の様子 県内のＳＤＧｓ取り組み事例について学ぶ 


